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田
中
正
也
は
福
岡
市
生
ま
れ
。

15
歳
で
単
身
モ
ス
ク
ワ
へ
。
ク

ラ
ー
ス
ヌ
ィ
・
デ
ィ
プ
ロ
ー
マ

を
授
与
さ
れ
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽

院
を
卒
業
後
、
ロ
ー

ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
よ
り
奨
学

金
を
得
て
モ
ス
ク

ワ
音
楽
院
大
学
院

修
了
。
ネ
ル
セ
シ

ア
ン
、
ヴ
ォ
ス
ク

レ
セ
ン
ス
キ
ー
の

両
氏
に
師
事
。

２
０
１
９
年
に
は
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
劇
場
で
の
演
奏
会
ほ
か
、

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を

務
め
る
な
ど
ロ
シ
ア
で
の
音
楽

活
動
が
著
し
く
飛
躍
し
、
5
月

沿
海
州
立
太
平
洋
交
響
楽
団
と

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
3
番
を
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

て
協
演
、
9
月
モ
ス
ク
ワ
音
楽

院
大
ホ
ー
ル
に
お
け
る
第
21
回

国
際
音
楽
祭
「
日
本
の
心
」
シ

リ
ー
ズ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
に
招
聘
さ
れ
る
。
２
０

１
９
年
、
20
年
と
在
ロ
シ
ア
日

本
大
使
公
邸
に
て
演
奏
。

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
本
部

理
事
も
務
め
て
い
る
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

バ
ッ
ハ：

フ
ラ
ン
ス
組
曲
第

1
番
ニ
短
調

Ｂ
Ｗ
Ｖ
８
１
２

ラ
ヴ
ェ
ル：

ソ
ナ
チ
ネ

シ
ョ
パ
ン：

ワ
ル
ツO

p

42
変

イ
長
調

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ：

コ
レ
ル
リ

の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲O

p

42
ニ

短
調ヒ

ナ
ス
テ
ラ：

ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
舞
曲
集O

p

２

１
、
年
老
い
た
牛
飼
い
の
踊
り

２
、
優
雅
な
乙
女
の
踊
り

３
、
ガ
チ
ョ
ウ
の
踊
り

ほ
か

７
月
19
日
（
日
）
10
時
よ
り

販
売
開
始

チ
ケ
ッ
ト
は
宗
次
ホ
ー
ル
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で
受
付

０
５
２
ー
２
６
５
ー
１
７
１
８

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
で
開
催
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
も
「
あ
い
ち
・

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
が
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
で
８
月
13

日
（
木
）
か
ら
16
日
（
日
）
ま

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知

県
連
で
は
昨
年
９
月
よ
り
展
示

資
料
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
の
た
め
準
備
を
一
時
中

断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
十
分
な
内
容
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
順
次
内
容
を
追

加
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

展
示
内
容
に
つ
い
て
は
「
シ

ベ
リ
ア
出
兵
と
イ
ワ
ノ
フ
カ
事

件
」
、
「
日
露
平
和
条
約
と
領

土
問
題
」
、
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留

問
題
」
の
三
つ
で
す
。
ま
た
第

１
展
示
室
で
は
８
月
14
日
（
金
）

12
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま
で

県
連
常
任
理
事
の
佐
藤
史
人
さ

ん
（
名
古
屋
大
学
法
政
国
際
協

力
セ
ン
タ
ー
教
授
）
の
講
演

「
日
露
平
和
条
約
と
領
土
問
題

の
解
決
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
昨

年
11
月
30
日
に
県
連
主
催
で
行
っ

た
「
日
露
平
和
条
約
と
領
土
問

題
学
習
会
」
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
佐

藤
先
生
の
講
演
を
お
聞
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
お
知
り
合
い
の
方
々

に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
日
露
平
和

条
約
締
結
の
必
要
性
と
領
土
問

題
の
解
決
の
た
め
に
何
が
必
要

か
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

「
あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
」
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
安

田
菜
津
紀
さ
ん
の
講
演
「
紛
争

地
と
憲
法
9
条
、
難
民
、
子
ど

も
た
ち
は
今
（
仮
）
」
が
8
月

16
日
（
日
）
14
時
か
ら
東
文
化

小
劇
場
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

定
員
１
２
２
名
で
事
前
申
込
が

必
要
で
す
。
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
1

人
1
通
ま
で
で
、
最
大
2
名

（
2
名
分
の
名
前
を
記
入
す
る

こ
と
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
7

月
31
日
（
金
）
必
着
で
す
。
不

備
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り

ま
す
。
申
込
先：

４
６
１
ー
０

０
０
４

名
古
屋
市
東
区
葵
１
ー

22
ー
26
民
主
会
館
４
Ｆ

愛
知
・

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委

員
会ほ

か
に
も
魅
力
的
な
講
演
や

映
画
、
一
人
語
り
・
芝
居
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
封

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
料
は
一
般
５
０
０
円
で
、

高
校
生
以
下
、
障
が
い
者
（
介

助
者
含
む
）
は
無
料
で
す
。

ま
た
「
あ
い
ち
・
平
和
の
た

め
の
戦
争
展
」
を
支
え
る
た
め

の
募
金
も
同
封
の
チ
ラ
シ
に
郵

便
払
込
用
紙
が
付
い
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
１
口

１
０
０
０
円
で
す
）
。
郵
便
払

込
用
紙
の
領
収
書
を
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
、
無
料
で
入
場
で

き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
お
願
い

●
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

●
入
場
時
に
手
指
の
消
毒
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

37
度
５
分
以
上
の
方
の
入
場
は

お
断
り
し
ま
す
。

日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です
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政
府
は
５
月
14

日
、
愛
知
・

岐
阜
を
含
む
39
県
の
緊
急
事
態

宣
言
を
解
除
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
一
安
心
と
い
う
わ

け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
こ

の
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
の

た
め
に
我
が
愛
知
県
連
も
多
大

の
影
響
を
こ
う
む
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
前
半
の
全
て
の
活
動
は

中
止
と
な
り
誠
に
寂
し
い
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
愛

知
県
連
の
活
動
の
活
性
化
及
び

県
連
財
政
支
援
へ
の
一
助
と
し

て
表
題
の
サ
ー
ク
ル
を
愛
知
県

連
内
に
設
立
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品

を
原
語
で
読
ん
で
み
た
い
、
原

語
で
味
わ
い
た
い
と
い
う
方
な

ら
、
会
員
、
非
会
員
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
面
は
「
子
犬
を
連
れ
た
貴
婦

人
」
を
輪
読
会
形
式
で
行
い
、

チ
ュ
ー
タ
ー
役
と
し
て
県
連
ロ

シ
ア
語
講
座
の
講
師
の
方
に
お

願
い
す
る
予
定
で
す
。
例
会
は

今
の
と
こ
ろ
月
２
回
、
１
回
は

1
時
間
半
、
１
回
の
参
加
費
は

５
０
０
円
と
し
ま
す
。
こ
れ
ら

細
か
い
条
件
に
つ
い
て
は
初
回

集
ま
っ
た
時
に
皆
さ
ん
で
相
談

し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は

県
連
事
務
局
に
ご
連
絡
の
上
、

８
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
に

愛
知
民
主
会
館
２
階
会
議
室
に

お
集
り
下
さ
い
。
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
７
月
15
日

設
立
賛
同
者

那
須
野
里
美

坪
井

央
子

鈴
木
え
り
子

新
宅

翁
典

市
川

春
季

「
チ
ェ
ー
ホ
フ
愛
好
会
」

設
立
の
ご
案
内

８
月
13
日
（
木
）
～
16
日
（
日
）

10
時
～
18
時
（
最
終
日
は
17
時
）
入
場
は
終
了
30
分
前
ま
で

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田

(

地
下
鉄
「
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
矢
田
」
駅
下
車
１
番
出
口
を
南
へ
徒
歩
５
分
）

２
０
２
０
あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

田
中
正
也

魔
法
の
ピ
ア
ノ

～
時
空
を
超
え
る
踊
り
の
音
楽
～

９
月
22
日
（
火
・
祝
）
13
時
30
分
～

宗
次
ホ
ー
ル

ス
イ
ー
ツ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「
ド
ヴ
ラ
ー
ト
フ

レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
の
作
家
た
ち
」
（
２
０

１
８
年
ロ
シ
ア
）

現
代
ロ
シ
ア
の
伝
説
的
作
家

セ
ル
ゲ
イ
・
ド
ヴ
ラ
ー
ト
フ
の

半
生
に
迫
っ
た
作
品
。
舞
台
と

な
る
の
は
、“

雪
解
け
”
と
呼

ば
れ
、
言
論
に
自
由
の
風
が
吹

い
た
社
会
に
、
再
び
抑
圧
的
な

“

凍
て
つ
き
”
の
空
気
が
満
ち

始
め
た
１
９
７
１
年
の
ソ
ビ
エ

ト
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
。

名
古
屋
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
で
７

月
18
日
か
ら
31
日
ま
で

「
Ｌ
Ｅ
Ｔ
О
ー
レ
ト
ー
」
（
２

０
１
８
年
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス

合
作
）

ロ
シ
ア
に
実
在
し
た
伝
説
の

バ
ン
ド
「
キ
ノ
」
の
ボ
ー
カ
ル

と
、
そ
の
才
能
を
見
い
だ
し
た

妻
を
モ
デ
ル
に
、
自
由
と
音
楽

を
追
い
求
め
た
若
者
た
ち
の
姿

を
描
き
、
第
71
回

カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部

門
に
出
品
さ
れ
た
青
春
映
画
。

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
シ
ネ
マ
で
７

月
24
日
か
ら
上
映

「
剣
の
舞

わ
が
心
の
旋
律
」

（
２
０
１
９
年
ロ
シ
ア
・
ア
ル

メ
ニ
ア
合
作
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
巨
匠
ア
ラ
ム
・

ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
が
ひ
と
晩

で
書
き
上
げ
た
名
曲
「
剣
の
舞
」

の
誕
生
秘
話
を
描
い
た
伝
記
ド

ラ
マ
。
第
2
次
世
界
大
戦
中
の

ソ
連
。
文
化
省
の
役
人
プ
シ
ュ

コ
フ
が
突
然
、
完
成
し
た
舞
台

の
結
末
を
変
更
し
た
上
に
、
最

終
幕
に
士
気
高
揚
す
る
踊
り
を

追
加
す
る
よ
う
命
じ
る
。
公
演

開
始
ま
で
あ
と
８
時
間
に
迫
る

中
、
自
ら
の
作
曲
家
人
生
を
懸

け
て
理
不
尽
な
挑
発
に
立
ち
向

か
う
ア
ラ
ム
だ
っ
た
が
…
…
。

名
演
小
劇
場
で
7
月
31
日
か

ら
上
映

「
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
リ
ミ
ッ
ト
」

（
２
０
１
８
年
／
ロ
シ
ア
語
）

新
体
操
の
女
王
マ
ル
ガ
リ
ー

タ
・
マ
ム
ー
ン
の
物
語

伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
で
7
月
31

日
か
ら
上
映

映

画

紹

介
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「
愛
知
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
２
０
２
０
」
へ
の
参
加
に
向

け
て
、
昨
年
９
月
よ
り
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
広

岩
近
広
氏
の
著
書
「
シ
ベ
リ
ア

出
兵
」
よ
り
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵

の
際
に
現
地
住
民
を
殺
害
し
た

松
尾
勝
造
上
等
兵
の
体
験
記
と

ど
う
し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
行

わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
を
引
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

□
■
□
■
□
■
□
■
□
■

シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
背
景

シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
は
第
一
次

世
界
大
戦
中
の
１
９
１
７
年
11

月
、
ロ
シ
ア
で
世
界
最
初
の
社

会
主
義
革
命
が
お
こ
り
、
ロ
シ

ア
は
ド
イ
ツ
と
単
独
講
和
を
結

ん
だ
。
こ
こ
で
慌
て
た
英
仏
な

ど
欧
州
の
連
合
国
は
ド
イ
ツ
が

西
部
戦
線
に
兵
力
を
集
中
す
る

の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
、

パ
リ
で
最
高
軍
事
会
議
を
招
集

し
た
。
こ
の
会
議
で
懸
念
さ
れ

た
の
が
、
ロ
シ
ア
極
東
の
港
町
・

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
た
63
万
５
千
ト
ン
の

貨
物
だ
っ
た
。
こ
の
貨
物
は
軍

需
品
や
鉄
道
敷
設
の
材
料
な
ど

で
こ
れ
ら
を
ド
イ
ツ
軍
の
手
に

落
ち
る
前
に
処
理
す
べ
き
だ
と

の
結
論
で
一
致
し
た
。

そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
派
兵

を
要
請
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
日

本
が
単
独
出
兵
す
れ
ば
東
部
シ

ベ
リ
ア
を
植
民
地
に
し
か
ね
な

い
と
警
戒
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の

共
同
出
兵
方
式
を
選
ん
だ
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
武

力
干
渉
に
自
国
は
も
と
よ
り
日

本
の
出
兵
に
も
反
対
す
る
と
表

明
し
た
。
だ
が
日
本
の
軍
部
は

ア
メ
リ
カ
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
で
も
出
兵
す
べ
き
だ
と
強
硬

だ
っ
た
。
参
謀
次
長
・
田
中
義

一
は
意
見
書
を
出
し
て
、
シ
ベ

リ
ア
出
兵
の
持
論
を
展
開
す
る
。

当
時
日
本
は
韓
国
を
併
合
し
１

９
１
０
年
）
、
日
露
戦
争
で
得

た
南
樺
太
と
中
国
遼
東
半
島
の

租
借
地
、
そ
れ
に
台
湾
を
植
民

地
と
し
、
そ
れ
ら
は
日
本
の
国

土
面
積
の
77
％
に
も
達
し
て
い

た
。軍

部
は
と
も
か
く
政
府
内
に

は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
慎
重
論
が

大
勢
を
占
め
て
い
た
。
航
空
機

や
機
銃
な
ど
の
準
備
を
始
め
糧

食
の
用
意
す
ら
で
き
て
い
な
い

と
い
う
の
が
そ
の
主
た
る
理
由

だ
っ
た
。
ま
た
日
本
経
済
は
対

米
依
存
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の

協
力
を
得
ら
れ
な
い
出
兵
は
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
。

シ
ベ
リ
ア
出
兵
へ

海
軍
は
「
居
留
民
保
護
」
を

目
的
に
１
９
１
８
年
１
月
、
戦

艦
「
石
見
」
、
「
朝
日
」
が
強

行
入
港
す
る
。
陸
軍
参
謀
本
部

は
「
居
留
民
の
た
め
極
東
露
領

に
対
す
る
派
兵
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
、
参
謀
次
長
の
田
中

義
一
は
バ
イ
カ
ル
湖
以
東
に
反

革
命
政
権
の
独
立
自
治
国
家
を

形
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
。

シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
求
め
る
形

勢
が
一
転
し
た
の
は
１
９
１
８

年
７
月
８
日
だ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
が
共
同
派
兵
を
提
議
し
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
国
内

に
取
り
残
さ
れ
た
「
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
軍
団
」
の
救
援
が
目

的
だ
っ
た
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
の

条
件
は
、
あ
く
ま
で
「
限
定
出

兵
」
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は

日
本
に
共
同
出
兵
を
提
議
す
る

も
、
兵
力
は
両
国
と
も
同
数
の

７
０
０
０
と
し
、
派
兵
地
域
も

限
定
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本

は
派
兵
を
１
２
０
０
０
と
す
る

よ
う
合
意
さ
せ
た
。
シ
ベ
リ
ア

出
兵
は
宣
戦
布
告
が
な
い
も
の

の
、
事
実
上
の
シ
ベ
リ
ア
戦
争

だ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
宣
言

か
ら
３
か
月
後
の
派
兵
数
は
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
の
上
陸

部
隊
と
満
州
里
か
ら
国
境
を
越

え
た
部
隊
を
合
わ
せ
て
、
戦
闘

員
は
４
万
４
７
０
０
、
非
戦
闘

員
は
２
万
７
７
０
０
の
計
７
万

２
４
０
０
に
の
ぼ
る
。

極
東
ロ
シ
ア
に
「
拡
大
派
兵
」

し
た
日
本
軍
は
、
シ
ベ
リ
ア
東

部
に
親
日
の
自
治
政
府
（
傀
儡

政
権
）
を
樹
立
す
べ
く
、
反
革

命
派
の
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
な
ど

を
支
援
し
て
き
た
。
だ
が
主
導

権
争
い
か
ら
、
黒
海
艦
隊
の
元

司
令
官
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
将
校

た
ち
に
担
が
れ
て
「
全
ロ
シ
ア

臨
時
政
府
の
最
高
執
政
官
に
就

い
た
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
主
要

駅
オ
ム
ス
ク
を
拠
点
と
し
た
の

で
「
オ
ム
ス
ク
政
権
」
と
呼
ば

れ
る
。シ

ベ
リ
ア
派
兵
軍
と

パ
ル
チ
ザ
ン
の
戦
い

陸
軍
第
五
師
団
（
広
島
）
が

シ
ベ
リ
ア
の
ザ
バ
イ
カ
ル
州
に

入
っ
た
の
は
、
１
９
１
９
年
の

夏
だ
っ
た
。
イ
ワ
ノ
フ
カ

村
の
焼
き
打
ち
事
件
を
惹

起
し
た
「
田
中
大
隊
の
全

滅
」
か
ら
半
年
後
の
こ
と

で
あ
る
。
陸
軍
の
第
七
師

団
（
旭
川
）
が
東
シ
ベ
リ

ア
の
ザ
バ
イ
カ
ル
州
に
入
っ

た
の
は
１
９
１
８
年
９
月

上
旬
だ
っ
た
。
第
七
師
団
は
日

露
戦
争
で
、
ロ
シ
ア
か
ら
譲
渡

さ
れ
た
中
国
東
北
部
の
（
満
州

守
備
）
に
あ
た
っ
て
い
た
。
第

七
師
団
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
軍

と
交
戦
を
続
け
る
チ
ェ
コ
軍
や

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
を
支
援
し
て
、

満
州
各
地
か
ら
シ
ベ
リ
ア
東
部

の
主
要
地
域
ま
で
を
占
領
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
労
働
者

や
農
民
に
よ
る
非
正
規
軍
の
武

装
集
団
パ
ル
チ
ザ
ン
は
、
日
本

軍
の
駐
留
に
反
対
し
て
ゲ
リ
ラ

戦
を
挑
ん
だ
。

伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
へ
１
９
７

０
年
公
開
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ

ン
ス
・
ソ
連
合
作
映
画
「
ひ
ま

わ
り
」
を
見
に
行
っ
た
。
50
年

前
の
映
画
だ
が
、
見
事
に
デ
ジ

タ
ル
復
元
さ
れ
て
い
て
、
美
し

い
画
面
が
そ
の
当
時
の
ま
ま
甦
っ

て
い
た
。
そ
の
当
時
、
ソ
連
の

様
子
が
映
画
で
映
し
出
さ
れ
る

の
は
珍
し
く
、
初
め
て
見
る
ソ

連
の
赤
の
広
場
、
広
大
な
ひ
ま

わ
り
畑
、
長
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
感
激
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
素

晴
ら
し
く
、
何
回
も

映
画
館
で
見
た
。

《
ス
ト
ー
リ
ー
》

第
２
次
世
界
大
戦

中
の
イ
タ
リ
ア
。
知

り
合
い
に
な
っ
た
ア

ン
ト
ニ
オ
と
ジ
ョ
バ

ン
ナ
だ
っ
た
が
、
ア

ン
ト
ニ
オ
は
ア
フ
リ
カ
戦
線
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
人
は
結
婚
し
て
12
日
間
の
休

暇
を
も
ら
っ
た
が
、
ど
う
し
て

も
離
れ
た
く
な
い
二
人
は
芝
居

を
打
つ
。
ア
ン
ト
ニ
オ
は
気
が

狂
っ
た
ふ
り
を
し
て
病
院
送
り

に
な
る
。
ジ
ョ
バ
ン
ナ
が
面
会

に
行
き
、
再
会
を
喜
び
合
い
抱

き
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
隠
し

窓
か
ら
医
師
に
見
ら
れ
、
ア
ン

ト
ニ
オ
は
ロ
シ
ア
戦
線
に
送
ら

れ
る
こ
と
に
。
ジ
ョ
バ
ン
ナ
に

「
毛
皮
を
お
土
産
に
買
っ
て
帰

る
か
ら
」
と
言
っ
て
ア
ン
ト
ニ

オ
は
ロ
シ
ア
へ
向
か
う
。

戦
争
が
終
わ
り
、
ロ
シ
ア
か

ら
の
復
員
兵
を
乗
せ
た
列
車
が

ミ
ラ
ノ
に
到
着
す
る
。
ジ
ョ
バ

ン
ナ
も
ア
ン
ト
ニ
オ
の
写
真
を

持
っ
て
彼
を
迎
え
に
行
く
が
、

ア
ン
ト
ニ
オ
は
い
な
か
っ
た
。

彼
と
一
緒
に
い
た
と
い
う
兵
隊

に
会
い
、
ド
ン
河
の
そ
ば
で
ソ

連
軍
と
戦
っ
て
い
た
が
、
戦
闘

に
負
け
冬
の
寒
さ
の
中
を
一
緒

に
歩
い
て
い
た
と
い
う
。
だ
が

ア
ン
ト
ニ
オ
は
歩
け
な
く
な
り
、

彼
は
ア
ン
ト
ニ
オ
を
残
し
て
来

た
と
言
う
。
だ
が
ジ
ョ
バ
ン
ナ

は
、
彼
は
絶
対
に
生
き
て
い
る

と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

１
９
５
３
年
に
ス
タ
ー
リ
ン

が
死
に
、
ジ
ョ
バ
ン
ナ
は
ソ
連

へ
ア
ン
ト
ニ
オ
を
探
し
に
行
く
。

ソ
連
外
務
省
の
職
員
が
、
ひ
ま

わ
り
が
一
面
に
咲
く
イ
タ
リ
ア

兵
士
の
墓
地
に
案
内
し
て
く
れ

る
が
、
ジ
ョ
バ
ン
ナ
は
、
彼
は

生
き
て
い
る
と
主
張
し
、
ロ
シ

ア
人
の
住
民
に
写
真
を
見
せ
て

聞
く
が
、
み
ん
な
知
ら
な
い
と

言
う
。
で
も
あ
る
教
会
の
そ
ば

で
、
あ
そ
こ
の
家
に
い
る
と
案

内
し
て
く
れ
る
。
そ
の
う
ち
で

は
若
い
女
性
・
マ
ー
シ
ャ
が
洗

濯
物
を
取
り
込
ん
で
い
た
。
家

の
中
に
入
れ
て
も
ら
い
、
彼
が

雪
の
中
で
死
に
か
け
て
い
た
の

を
助
け
た
い
き
さ
つ
を
聞
か
さ

れ
る
。
そ
の
う
ち
に
は
５
歳
く

ら
い
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
と
い
う

女
の
子
が
い
た
。

汽
車
の
汽
笛
が
聞
こ
え
た
の

で
、
二
人
は
ア
ン
ト
ニ
オ
を
迎

え
に
駅
へ
と
向
か
っ
た
。
ホ
ー

ム
で
待
つ
マ
ー
シ
ャ
に
キ
ス
を

し
よ
う
と
す
る
ア
ン
ト
ニ
オ
。

そ
れ
を
遮
っ
て
、
マ
ー
シ
ャ
は

ジ
ョ
バ
ン
ナ
が
来
た
こ
と
を
告

げ
る
。
ジ
ョ
バ
ン
ナ
は
し
ば
し

ア
ン
ト
ニ
オ
を
見
つ
め
る
が
、

動
き
出
し
た
汽
車
に
飛
び
乗
る
。

イ
タ
リ
ア
に
戻
っ
た
ジ
ョ
バ

ン
ナ
は
ア
ン
ト
ニ
オ
に
裏
切
ら

れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
る
。
一

方
ア
ン
ト
ニ
オ
は
ジ
ョ
バ
ン
ナ

の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
母
親

が
病
気
だ
と
い
う
こ
と
に
し
て

イ
タ
リ
ア
へ
行
く
。
彼
女
に
電

話
す
る
が
、
最
初
は
会
っ
て
も

ら
え
ず
、
失
意
の
中
、
戻
ろ
う

と
す
る
が
、
も
う
一
度
ジ
ョ
バ

ン
ナ
に
電
話
し
て
住
所
を
教
え

て
も
ら
い
雷
雨
の
中
、
タ
ク
シ
ー

で
彼
女
の
ア
パ
ー
ト
へ
行
く
。

彼
女
の
夫
は
夜
勤
で
い
な
い
と

い
う
。
そ
し
て
出
征
の
時
に
約

束
し
た
毛
皮
を
渡
し
、
二
人
で

や
り
直
そ
う
と
言
う
が
、
お
互

い
に
子
供
も
お
り
、
そ
れ
は
で

き
な
い
と
ジ
ョ
バ
ン
ナ
は
答
え

る
。
翌
朝
、
ア
ン
ト
ニ
オ
の
出

征
を
見
送
っ
た
同
じ
駅
で
ソ
連

へ
帰
る
彼
を
見
送
る
シ
ー
ン
で

映
画
は
終
わ
る
。

戦
争
が
二
人
の
愛
を
引
き
裂

い
た
切
な
い
映
画
で
あ
る
。
日

本
兵
も
ソ
連
で
抑
留
さ
れ
、
そ

の
後
ロ
シ
ア
人
女
性
と
結
婚
し

た
人
が
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
あ

る
い
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
帰
っ

て
み
る
と
、
妻
は
ほ
か
の
男
と

再
婚
し
て
い
た
と
い
う
悲
劇
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
戦
後
75
年
が

過
ぎ
、
戦
争
を
経
験
し
た
り
、

戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
い
た
り

し
た
世
代
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く

な
り
、
戦
争
が
も
た
ら
す
悲
劇

が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
あ
ら
た
め
て
戦
争
の
悲

劇
を
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
実
感
し
た
。

（
田
口
龍
司
）

「
ひ
ま
わ
り
」
50
周
年
HD
レ
ス
ト
ア
版

戦
争
に
引
き
裂
か
れ
た
二
人
の
愛

家
の
中
よ
り
物
陰
よ
り
盛
ん

に
発
砲
し
て
来
る
が
、
そ
の
時

は
も
う
身
の
危
険
な
ど
と
の
考

え
は
微
塵
も
起
こ
ら
な
い
。
一

昨
日
の
恨
み
、
戦
死
者
の
弔
い

合
戦
だ
と
身
の
疲
労
等
と
う
に

忘
れ
て
し
ま
い
、
脱
兎
の
如
く

に
攻
め
入
っ
た
。
そ
の
勇
敢
さ

は
、
敵
方
よ
り
見
た
時
は
如
何

に
恐
ろ
し
く
見
え
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
硝
子
を
打
ち
割
り
、
扉

を
破
り
、
家
に
侵
入
、
敵
か
土

民
か
の
見
境
は
つ
か
ぬ
。
手
当

た
り
次
第
撃
ち
殺
す
、
突
き
刺

す
の
阿
修
羅
と
な
っ
た
。
前
も
っ

て
女
子
供
、
土
民
を
殺
す
な
と

注
意
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、

敵
に
し
て
正
規
兵
は
ご
く
少
数
、

多
く
は
土
民
に
武
器
を
持
た
し

た
も
の
、
武
器
を
す
て
れ
ば
土

民
に
早
変
わ
り
と
い
う
有
様
に

て
、
兵
か
土
民
か
の
見
分
け
は

付
こ
う
は
ず
が
な
い
。
片
っ
端

か
ら
殺
し
て
い
く
。
敵
の
兵
力

は
一
千
と
聞
い
た
。
逃
げ
た
と

し
て
も
ま
だ
何
処
か
に
潜
ん
で

い
よ
う
と
、
一
軒
毎
家
探
し
を

し
た
と
こ
ろ
、
作
物
を
貯
蔵
し

て
い
る
地
下
室
に
兵
か
、
土
民

か
、
折
り
重
な
り
息
を
殺
し
て

隠
れ
て
い
る
。
奥
の
方
は
暗
く

て
何
人
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。

一
発
ボ
ー
ン
と
放
っ
て
お
い
て
、

「
イ
ヂ
シ
ュ
ダ
ー
」
（
こ
っ
ち

へ
こ
い
）
と
怒
鳴
る
と
、
銃
や

剣
は
す
て
て
ま
づ
両
手
を
あ
げ

て
、
次
に
手
を
合
わ
せ
拝
み
な

が
ら
上
が
っ
て
く
る
奴
を
戸
外

に
連
れ
出
し
、
撃
つ
、
突
く
等

し
て
死
骸
の
山
。
か
か
る
時
、

正
規
兵
は
橇
や
馬
に
乗
っ
て
一

番
に
逃
げ
、
あ
と
は
土
民
兵
に

抗
戦
さ
せ
る
の
が
習
い
。

し
か
し
時
の
過
ぎ
る
に
つ
れ

て
、
お
互
い
元
の
人
間
の
心
に

返
っ
て
行
っ
た
。
思
え
ば
惨
い

こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
俺
が
手

に
掛
け
た
も
の
幾
人
か
。
嗚
呼
、

可
哀
相
に
。
妻
や
子
も
い
よ
う
、

親
兄
弟
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
同
情
心
の
後
に
は
、
し

た
こ
と
に
恐
怖
心
が
湧
い
て
く

る
。
」

ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
の
陸
軍
第
一
二
師
団
歩
兵
第
一
四
連
隊
に
所
属
し
た

松
尾
勝
造
上
等
兵
の
体
験
「
シ
ベ
リ
ア
出
征
日
記
」
よ
り

あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

展
示
資
料
の
紹
介
（
そ
の
２
）
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いました。


